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学校運営協議会を設置した学校をコミュニティ・スクールといいます。

コミュニティ・スクールは、「地方教育行政の組織及び運営に関する
法律」に基づくしくみで、保護者や地域住民などから構成される学校運
営協議会が設けられ、一定の権限と責任を持ち、教育活動などについて
意見を述べることを通じて、保護者、地域の意見を学校運営に反映する
ことを目的としています。

足立区教育委員会では、開かれた学校づくり協議会に法律に基づく学
校運営協議会の機能を付加した「開かれた学校づくり協議会型コミュニ
ティ・スクール」の設置拡大を推進しています。

コミュニティ・スクール

・六月中開校当時からの生徒健全育成会との
連携による学校支援

・社協の施策を受けての「ふれあい生き生き
サロン」との連携による地域交流の促進



ふれあいいきいきサロン



健全育成会表彰式



学校運営協議会の役割
1.学校の運営に関して校長が作成する基本的な方針を承認します
学校運営の基本となる教育課程の編成や、学校経営計画の作成に参画するこ
とを通して、校長のビジョンの実現を支援します。

2.学校の運営に関して教育委員会または校長に意見を述べることができます
例えば、校長に「あいさつの指導を徹底してほしい」「国際交流に力をいれ
てほしい」、教育委員会に「図書を充実してほしい」などの意見を述べるこ
とができます。

3.教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べることができます
学校の教育目標や学校経営計画の実現を図るため、「この先生に今後も本校
で働いてほしい」「こんな先生に来てほしい」と東京都教育委員会に意見を
述べることができます。

4.開かれた学校づくり協議会の役員会としての役割を担います
地域や保護者からの意見収集や学校情報の提供、学校関係者評価、家庭教育
活動や土曜事業など、開かれた学校づくり協議会が従来から担ってきた活動
の調整や効果的な推進を担います。



☆学校運営協議会の位置づけ



開かれた学校づくり協議会型コミュニティ・
スクール（開かれ型CS）のイメージ図







○自尊感情と自己肯定感の高い生徒
○礼儀正しく、他者には優しく自己に厳しい生徒
○努力と挑戦を重ね、粘り強く学ぶ生徒
○自ら考え判断し行動できる生徒

目指す生徒像

勇気

物事を恐れな

い強い心

いさましい意気

根気

物事を飽き
ずに長くやり
続ける気力

元気

心身の活動の
源となる力

生徒行動指針（三気の成就）

社会性を身に付け、自
己の能力や特性を発揮し、
社会に貢献し自己の役割
を主体的に果たせる生徒
を育成する。



地域とともにある学校

学校運営の基本方針の承認

「地域に開かれた学校」
教職員・地域住民・保護者で目標・ビジョンを
共有し課題解決を図る

「地域に開かれた学校」

学力向上と授業力向上
体力の向上
道徳教育の充実
小中連携教育
キャリア教育

地域学校協働活動施
いじめ根絶・不登校減少

公開授業
ＨＰによる情報公開
学校関係者評価によるＰＤＣＡサイクル
防犯・防災活動
見守り隊
学校支援活動



１これまでの活動
今後の活動



☆三校連携学習会（六月中・保木間小・中島根小）
～学ばなければよい活動はできない～

 平成２０年 ６月２９日

開かれた学校づくり協議会とは

講師：青井教育長

榎本青少年課長

 平成２１年１２月１０日 キッズパレットとは

講師：高井学校担当係長

村上地域担当係長

 平成２２年１０月１２日 家庭教育とは

講師：斉藤教育長

 平成２３年１１月１０日 教育委員会の基本方針とは

講師：青木教育長

 平成２４年１１月１７日

ビューティフル・ウインドウズとは

講師：近藤区長

 平成２５年１１月３０日 心の教育

講師：三校の校長

 平成２６年１２月 ６日 学力とは

講師：小川教育委員長

平成２７年１２月５日

貧困と教育・ビューティフルスクール

講師：定野教育長

平成２８年１２月１０日

心療内科から見た親子関係と子どもの性格形成

講師：鴨下一郎氏（医学博士）

平成２９年１２月 ９日

みんなでつくる地域の豊かな教育力

講師：須原学力定着推進室長

平成３０年７月７日

足立区の子供の貧困対策

～ 子どもたちのたくましく
生き抜く力を育むために ～
講師：足立区長 近藤やよい

令和元年 １２月１４日（土）

シンポジウム（保木間小学校）

家庭教育に希望するもの期待するもの

講師：三校の校長



平成２８年１２月１０日
心療内科から見た親子関係と子どもの性格形成

講師：鴨下一郎氏（医学博士）



平成30年度の学習会の様子
講師 近藤区長



平成30年度 三校連携事業
学習会とビューティフルコンサート



生徒会、開かれた学校づくり協議会
合同あいさつ運動



２ コミュニティスクールとして
六月中学校
開かれた学校づくり協議会の組織



☆各部の役割

地域交流部 → ボランティア活動の推進

・中学生消火隊

・タートルマラソン

・タウンクリーンウォーク

・地区対・地少協運動会への参加

・住区まつり

・地域、町会等の行事への参加促進

等





☆各部の役割

 家庭教育部 → ＰＴＡ、保護者との連携

・家庭教育の努力目標の設定（啓発活動）

・学習会

・中１ギャップの診断 等

 広報部 → 広報活動

・協議会だよりの作成・配布

・協議会フォーラムへの出席、展示参加 等



☆各部の役割

学校評価部 → 学校関係者評価の実施

・議事録の作成

・開かれた学校づくり協議会委員への

アンケート配布、集計

・学校関係者評価書の作成



３ 学校関係者評価



評価部会長として心掛けていること

足立区立六月中学校

開かれた学校づくり協議会委員

学校運営協議会委員 評価部会長

齊藤善久



（１）評価はなぜ重要なのでしょうか

4月に校長が学校経営方針を明確化することで

その年度の学校の目標を関係者全員で共有化
することが出来る

それが出来た時に「その目標に向けて皆が努
力する」

「それが学校の活動を活性化することになる」



（２）評価者になり手が少ない理由とは

評価するということは、逆に自分の力量が評
価されること

学校を評価するということには

常に評価する人の能力・見識が問われるから

評価委員になることは皆さん遠慮される

つまり評価が重要なことは理解していただけ
るのだが、なり手が少ないのが悩み



（３）どうして評価は難しいのでしょう

評価する人が自分の価値観、主観に強く左右
されてしまうから

それを少しでも防ぐために

客観的な数値データを手に入れて、説明が出
来る評価、納得できる評価を行うように心掛
ける

それでは手に入りやすい客観的なデータとは
何でしょうか？



（４）入手可能な客観的な数値データ
とは？
 生徒と保護者が毎年12月末に記入しているアンケート
調査

 開かれ委員を対象にしたアンケート調査

 両方ともに1月にその結果が手に入る

 基本的にこの2つの調査データを評価の参考にしてい
る

 教育委員会の行う区内全校の学力試験の報告書がある

 QU調査データは生徒の個人情報の関係でみられない



（５）どのような評価が好まれ
るのか

 「よく頑張りました」というような当たり障りの
ない評価

 それともちょっぴり辛口なことを愛情をこめて
言ってくれる身内ならではの評価

 どちらにせよ評価される人と評価する人の間にコ
ミュニケーションが良く取れている信頼関係があ
ることが不可欠



ご清聴ありがとうございました

ＦＩＮＥ


